
ム
縦
貫
期

間

昭
和
三
十
四
一
三
十
分
か
月
午
後
五
時
ま
一
な
お
、
縦
覧
期
間
出
掛
仰
に
名

年

十
一
月
五
日
か
ら
十

一

で

一
縛
の
抄
本
を
備
付
け
ま
す
の
で
、

一
月
十
九
日

ま
で

(十
五
一

A
縦
覧
場
所

大
村
市
選
挙
管
理
一
と
れ
を
ど
覧
に
な
っ
て
も
結
構
で

日

間

)

一

委

員

会

事

務

局

(

市

役

所

正

門

一

す

。

ノハ
縦

覧

期

間

午

前

八

時

一

前

)

一一

長

崎
地
方
家

訓

…

惜

更

生

資

金

を

貸

付

一

昨

淑

庭
裁
判
所
大
村

一

市

再

支

部

で

は

弁

護

一

一

E

E

停
協
会
の
協
力

日

笠

県
で
は
引
掲
者
の
自
立
更
生
を
一
ム
刷
込
十

一
月
十
日
ま
で
に
福
一

6

ー

側

一
促
進
す
る
た
め
、
更
生
資
金
借
受
一
祉
事
務
所
へ
米
穀
通
帳
お
よ
び
一

i

で
、
十

一
月
一

月

間

一
者
に
対
し
、

債
務
を
県
が
保
証
レ

一

国
庫
債
券
と
印
鍛
を
持
っ
て
申
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
司
法
週
間
の

日

笠

て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
そ
の
償
一

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一

行

事

の

一

環

と

し

て
、
家
事
や
民

知
…
一
務
保
証
の
貸
付
申
込
み
を
つ
ぎ
の
一

A
貸
村
額
と
貸
付
期
間
は
国
庫
の

一事
関
係
の
無
料
法
待
相
談
所
を
つ

3
州
一
と
お
り
受
付
け
ま
す
。

一
未
償
還
金
お
よ
び
償
還
期
間
内
一
ぎ
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
の
で
、

和

年

一
ム
貸
付
の
対
象

引
場
者

国

特

例

一

一

昭

附

券

の

交
付
を
受
け
た
も
の
で
生一

で
県
知
事
が
定
め
ま
す
。
利
率
一
ど
利
用
く
だ
さ
い。

何

活

闘

病

者

、
高
令
者
、
ま
た
は
一
は
年
九
分

一ハ
期
H
、
場

所

十

一
月
六
日

母
子
家
庭
の
世
帯
員
で
申
込
み
一資
金
に
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

一

(金
)
午
前
十
時
か
ら
午
後
四

の
日
ま
で
引
き
続
き
六
カ
月
以
一巾
込
者
全
部
に
貸
付
で
き
な
い
場

上
、
県
内
に
住
居
を
有
す
る
も
一合
も
あ
り
ま
す
。

の
で
、
国
債
じ
記
名
さ
れ
て
い

一

る
者

村

地

所

所

円

l

l

 

所

別

役

同

五

時

点

部

縦

覧
と
は
、
有
権
者
の
皆
さ
ん

行
州
市
じ

i
一

本

つ

一
一が
選
挙
人
名
簿
の
調
製
に
参
加
さ

発
一
町
村
断
価

一れ
る
と
と
で
、
調
製
が
公
開
さ
れ

一
則
大
剛
定

一る
と
と
で
す
。

一

つ
ま
り
、
名
簿
に
登
録
も
れ
に

一な
っ
た
り
、
誤
っ
た
登
録
が
な
い

一か
を
、
皆
さ
ん
に
よ
く
点
検
し
て

一
も
広
一う
と
と
で
す
。

一
し
た
が
っ
て
、
縦
覧
期
間
中
で

一あ
れ
ば
、
登
録
も
れ
や
誤
載
な
ど

一が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
異
議
申
立

一に
よ
り
名
簿
を
修
正
す
る
乙
と
が

で
き
ま
す
。

( 11月上旬号〕(第227号)

""''''''''11 月 5 日から 19 日まで '''''' '~辛子

; 基本選挙人名簿を縦覧;長

さ

れ
て

る
カh

4点
検
を

期
間
中
は
出
張
所
で
も

り

基
本
選
挙
人
名
簿
は
、
選
挙
権
が
あ
る
人
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お
い

て
、
選
挙
の
際
に
と
れ
と
照
合
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
選
挙
の
公
正
を
は
か

る
た
め
の
す
切
な
御
加
で
、
毎
年
九
月
十
五
日
現
在
で
選
挙
管
理
委
員
会

で
、
更
新
し
て
調
製
す
る
と
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す。

犬
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
今
年
の
九
月
十
五
日
現
在
で
調
製
し
た

基
本
、
選
天
名
簿
を
、
つ
ぎ
の
方
法
で

一
般
の
縦
覧
に
供
し
、
選
挙
人
の

皆
様
に
名
簿
登
録
の
有
無
を
確
か
め
て
い
た
だ
く
と
と
に
な
り
ま
し
た。

特
に
来
年
末
行
な
わ
れ
る
予
定
の
市
長
選
挙
に
も
、
と
の
名
簿
を
使
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
期
間
中
に
名
簿
登
録
の
有
無
を
ぜ
ひ
一
度
確

か
め
て
く
だ
さ
い
。

よだ政市大(毎月1日，10日，20日発行〉

時
ま
で
、
回
大
村
出
版
所

(
福
祉
事
務
所
)

(
白
質
的
地
裁
大
村
支
部
)

し

よ

う

が

・

落

花

生

の

加

工

法

な
ぜ
縦
覧
す
る
か

し
な
い
人
で
す
。

向
う
一
年
間
使
用

f
I
¥
〆
l
¥
f
k
rt
、
/t

、ft
、
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¥
f

L

と
の
名
簿
は
本
年
十
二
月
二
十

日
に
確
定
し
、
登
録
さ
れ
た
万
は

そ
の
稜
資
格
が
欠
け
な
い
限
り
、

翌
年
の
十
二
月
十
九
日
ま
で
の
一

年
間
に
行
な
わ
れ
る
選
挙
の
と
き

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(
選
挙
管
理
委
員
会
)
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四
回

ム
卓
球
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日
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村
小
学
校
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を
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刈
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進
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に
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遣
し
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農
業
経
営
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U
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H
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び
に
技
術
移
研
修
習
得
さ
せ

る

県

日

明

日

祭

は

十

々

庭

凡

な

「一

1
ス
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~

外
実
地
研
修
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集
し

て

い

ま

一

一

努

陸

一

月

一
ニ
ム
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
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2
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ど
る
大
村
山
一

言

f

一川

育

剣

日
の
文
営
補
助
グ
ラ
ン
ド

川
一

れ

農
家
は
、
三

可

本

J
U

化
の
日
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

3
日
郡

川
一

一

A
派

遣

地

一

L

付
門

J

一

九

そ
ス
一農
政
則
一
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川

川

汁

を

中

心

中

学

校

川

一
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一

静
岡
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名
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柑
橘
、
酪
一
h

芝
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し

M

一
σ前
哨
戦
と
い

っ
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あ
る

一

一
r

T
ム

ん
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市
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A
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道
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日
松
原
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業
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豚
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温
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芸
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一
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稲
刈
り
は
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婚
し
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半
町一

愛
知
県
H
約
十
名
(
競
菜
園
芸
、
京

何

日

各
会
場

講

堂

一

一
。
天
候
と
の
具
合
い
o
で
一
気
に一

震

と
輸
送
園
芸
、
菜

、
緬一

…

巨

刊

で
十
四

A
陸
上
競
技

3
日
市
義

一
一片
付
吋
な
け
れ
ば
な
月
な
い、

山
一

羊
、

警

園
芸
、
雲

、
農
産
一
川

4

1
種
目
に

技

場

一

一京
こ
と
っ
て
は
、
狛
の
手
も
借
り
一

加
工
、
農
協
運
営
)

古

宇

;

わ

た

り

ム
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

3
日
大
口
た
川
、
ほ
ん
と
の
か
お
口
入
れ
時
で
一

愛
媛
県
H
五
名
(
柑
橘
、
問
富
市

、一ノ
一

一

行

な

わ

村

高

校

体

育

館

山
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宮
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体
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す
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川

(
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ま
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日
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村
園
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日
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滋
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県
H
五
名
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・乙
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っ
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と
か
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会
適
時
期
お
よ
ひ

関
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合
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3
日
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言
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一
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一川

〈
弓
道
:
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3
日
市
営
弓
道

場

ケ

岳

川

一当
然
、
。
保
健
衛
生
。
と
い
っ
た
一

本
年
十
二
月
上
旬
1
来
年
五
月

一…

ム
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

3

ム
刺
撲
叩
月
口
円
筒
松
抑
伊
面
が
新
粛
さ
れ
、
保
偶
所
で
は
専
一

中

旬

一

ド

岬

一
q
tι勘九
一征
士
が
。
い
か
に
し
て
、一

一川

日

大

村

中

学

校

々

庭

社

(

実

施

済

)

叩

一
戸

一

〈い
申
込
受
付

一r
J

M

一乙
の
渦
労
に
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
一

十
一
月
四
日
ま
で、

農
林
課
ま
一
一

A
矧

間

引

制

時

(

市
教
委

、

一

一書
導
を
す
べ
き
か
、
に
つ
い
て
一

た
は
各
地
区
農

協

ヘ

訂

山

一研
究
し
、
多
く
の
デ
1
タ
l
予
知
一

(
農
林
課
)
}
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表、

安

の

た
め
に
役
立
た
せ
よ

一

一

ト

1

海
外
移
住
希
一う
と
し
て
い
る
。

一

文

化

団

体

の

文

化

祭

行

事

一

制

約

望
者
の
利
便
を

一
一

方
、
農
薬
指
導
者
は
、
機
械
一

日
出
川
w
h
d川
川
目
l

一

・

相

は
か
る
た
め
つ
一作
業
に
よ
ハ
労
働
の
経一概
な
ど
に
一

(十

一
月
中
)

一ム
連
合
池
花
岡
山

・
写
真
毘

H
n
、
一

日

例

ぎ
コ
と

j
立
一つ
い
て
耕
作
地
引
金

ー存
者
支
、一

一

.

1

一

日

定

u
?う
一

一

ム
俳
句
大
会

H
3日
阜
大
神
宮
一

n日
申
央
公
民
館

一

却

の

例
相
談
H
が
開
一農
家
の
将尚一
円川
担
持
も
合
め
た
よ

A
関
空
小
会
H
H
7

・
8
H
申
央
公
一

A
洋
画
展
H
幻

i
n
H池
田
写
真
一

月

住

役
さ
れ
る
と
と
一R
を
行
な
っ
て
い
る
。

一

民
舘

(
出
品
受
付
六
日
正
午
ま

一

舘

一

毎

移

に

な

り
中
立
し
た
一

O

主
食
令
作
っ
て
い
た
だ
く
一

で

)

一

ム

筑

前

琵

琶
前
夜
会
H
m
日
午
後
一の
で
ご
利
用
ぐ
だ
さ
い。

一撃

の
駒山
ざ
ま
に
照
謝

7
2い一

会

襲

話
会
H
8
日
午
前
叩
時
一

7
時
申
央
公
民
館

一命

日

1
場
所
毎
月
二
十
日

一
っ
た
甘
い
線
之

、
さ
ら
に

と

諏
訪
公
民
館

'=zz-三主三=-包--
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三5
三主一ご
三E
=-

一

(
号
但eレ
円
品
隅
、
ぷ
祭
H民
の
場
宮
合
は
竺
7石
写
気
等丸宅
で
無
筆
理
の宗
な
い足牲答
活
ヲ0
に
伝
切
帯
互

…
 

市
教
育

一日
か
ら
同
二
十
九
年
四
月
一
日
ま
一

そ
わ
翠
μ
)
鰻
林
課

一え
て
く
だ
さ
い、

と
争
つ
。
民
ぷ

委
員
会

一で
に
生
ま
れ
た
児
童
径
お
も
ち
の

一

(農
林
課
)

一で
は
な
い
人
た
ち

の

室

、
と
の
一

で
は
、

一お
か
た
は
つ
ぎ

ω方
法
で

E

i--iij
一人
た
ち
に
鎮

め

て

;

で

も

~

一

一

一

あ

る

。

一

来
年
四

一く
れ
同

M
U
M
-竺
竹
松
部
隊
昨
日
盟

-Y
稲
刈
り
終
了
筏
過
労
が
ふ

れ
山
内

一

望
し
ま
す
の
で
、
震
レ
て

一

の

運

動

会

は
自
衛
隊
創
一れ

れ

川

口
一
計

自

学
す
る

一

し
な
し
か
た
は
急
い
で
(
十

一一一

立
五
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、

十
一う

の
ヤ
あ
る
が
、ど
う
で
し
ょ
う
よ

一

月

一
日
ま
で
に
)
蛍
似
レ
て
く

一

一

児
童
の

一

だ
さ
い
。

一

一

月
八
日
午
前
九
時
か
ら
運
動
会
一畿

の

議

設
に
、
あ
る
い
は
山
一

捌
査
を

一

出

張

所

地

区

町

務
墾
高
き
ま
す
。
首
は
仮
装
行
列
一祭
り
に
い
にお
仰
が

求

訴

-h

れ

行
な
い

一

委
員
、
班
長
を
通
じ
制
空
孝

一な
ど
い
ろ
い
ろ
の
似
し
物
で
に
ぎ
一る
、
あ
の
ど
馳
定
の
カ
ロ
リ
ー

J

ぜ

ま
す
。一

回
付
し
ま
す
の
で
、
記
入
し
て

一わ
い
ま
す
の
で、

皆
さ
ん
の
安
観
一考
え
て
み
た
ら。

笑
際
に
は
、
乙

昭
和
二

一

ぐ
だ
さ
い
。
(
十
二
月
一
日
ま
一を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

一れ
ほ
ど
お
回
出
た
い
、
窓
甑
あ
る

十
八
年

一

で
教
育
費

μ会
仁
川

く
よ
う

一

一

期
間
は
農
水
に
は
年
中
を
通
じ
て

一

一

(
竹
松
部
隊
)

一

四
月
二

-

に
)
(
市
教
育
安
員
会
)

一

一

な
い
の
で
あ
る
か
ら
。

農
村
青
年
県
外
実

地
研
修
生
を
募
集

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
お
ら
な
い
人
は
、
た
と

え
選
挙
権
が
あ
る
人
で
も

選
挙
の
際
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
と
の
点
特

に
ど
注
意
く
だ
さ
い
。

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア

の
第
二
回
接
種
目
割

秋
の
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ

ア

池

田

敬

老
院

日
月
日
日

(
混
合
)
の
予
防
接
種
を
実
施
中
市
立
病
院
日
月
ロ
日

で
す
。

館
二
回
の
接
種
目
は
つ
ぎ

竹

松
出
関
所

日
月
刀
日

な
お
、
と
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
一
の
と
お
り
で
す
か
ら
第
一
回
が
す

背
瀬
出
張
所

U
R
幻
自

る
人
は
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
一
二
ん
だ
か
た
は
必
ず
受
げ
て
く
だ
さ

福
重
出
張
所
日
月
ロ
日

十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
日
本
国
一
い
。

松
原
附
張
所
日
月
日
自

民
で
、
乙
と
し
の
六
月
十
五
日
以
一
三
浦
分
院
日
月
四
日

一時
間
は
午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

前
か
ら
引
き
続
き
大
村
市
に
住
所
一
鈴
回
出
積
所

日
月
四
日

一母
子
手
帳
を
忘
れ
ず
に
持
っ
て
き

を
定
め
、
欠
格
事
項
(
禁
治
産
者
一
市
役

所

日

月

9
日

一て
く
だ
さ
い
。

や
犯
罪
に
よ
る
も
め
等
)
に
該
当
一
申
央
公
民
舘
日
月
叩
日

一

(
保
険
衛
生
課
)

山

一
次

軟

は

読
書
の
季
節
二
百
ル
ク
ス
と
は
窓
の
大
小
五
ワ
ッ
ト
以
上
?
背
の
高
い

…

引
ー
と
と
に
軟
か
ら
冬

に
も
よ
り
ま
す
が
、
普
通
、
方
が
机
上
全
面
泰
明
る
く
し

司

U
F

は
、
夜
長
を
灯
火

昼
間
部
屋
の
申
央
の
明
る

き

ま

す
の
で
、

小
型
に
く
ら
べ

• 

抗

…
に
親
し
む
時
季
に
と
者
え
ら
れ
ま
す
。
て
温
か
に
能
率
が
よ
い
わ
り

'
 

・
E
R

な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
夜
間
電
灯
の
で
す
。

川
十
月
二
十
七
日
か
ら
十

一
月

光

り
で
二
百
ル
ク
ス
を
得
ら

十
ワ
ッ
ト
以
下
の
飾
り
物
的

九
日
ま
で
読
書
週
間
に
当
り

れ
る
よ
う
に
工
夫
す
る
と
と
の
も
の
で
は

一
間
部
し

か

叩
ま
す
の
で
)
部
屋
や
説
書
に

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
.

明

る
さ
が
な
く
、
周
問
が
陥

は
ど
の
く
ら
い
の
明
る
さ
が
普
通
高
さ
四
十
五
円
ン
の
ス
く
な
っ
て
明
暗
の
差
が
は
な

必

要

か

調

は

だ

し

い

…

べ
て

み

ま

…

眼

の

疲

れ

念

い

明

る

さ

で

…

の
で
、
眼

川

し

た

。

一

l

l

J

4

1

一

が
著
レ
く

物也管
読
み

…

一

疲
れ
ま
ず

い

暫

き

す

る

…

照

明

は

部

屋

の

環

境

も

工

夫

…

菜

、
照

…

に
は
大
体

，

明
に
は
明

二
百
ル
ク
ス
ぐ
ら
い
の
明
る
タ
ン
ド
で
二
十
ワ

ッ
ト
の
強

る
い
ば
か
り
で
な
く
、
「
ま

さ
が
適
当
と
さ
れ
て
い
ま
す
光
灯
を
つ
り
る
と
、
そ
の
真

ぶ
し
く
な
い
乙
と
」
「
光

照
度
計
に
よ
れ
ば
太
陽
光
線
下
が
六
百
ル
ク
ス
、
そ
こ
か

色
の
ょ
い
と
と
」
な
ど
も
要

の
真
下
、
つ
ま
り
ひ
な
た
で
ら
四
十
五
円
ン
ぐ
ら
い
離
れ

求
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
鹿

川

十
万
ル
ク
ス
、
日
践
で
一
万
る
と
二
百
ル
ク
ス
で
す
。

や

カ

ー

テ
ン
な
ど
の
色
彩
、

ル
ク
ス
、
室
内
で
は
北
窓
の
ど
く
細
か
い
間
部
的
の
仕
事

部
屋
の
環
境
、
通
風

、
換

と
こ
ろ
で

z
j二
千
ル
ク
ス

で
な
い
限
り
、

一
般
の
税
容
気
、
テ
ー
ブ
ル
、

イ
ス
の
高

部
屋
の
真
中
で
百
l
二
百
ル

程

度
で
は
蛍
光
ス
タ
ン
ド
が
さ
な
ど
も
工
夫
す
る
必
要
が

川

ク
ス
と
さ
れ
て
い
ま
ず
か
ら

よ
い
よ
う
で
す
。

そ
れ
も
十
あ
り
ま
す
。
(保
険
衛
生
課
)

来年の新入学児を調査

住民登録をしてください

名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人

ム
内
容
ゆ
ピ
!
ナ
ペ
ノ
バ
タ

iω
レ
ょ
う
が
糊

ωつ
く
り
万
心
期
同
、

場
所
十

一
月
一
日
午
後
一
時
一ニ
十
分

t
四
時
中
央
公
民
館
心
鵠
削
は
大
村
闘
芸
高
校
石
橋
正
夫
先
生
。
申
込
十
一

月
十
日
ま
で
に
実
質
四
十
円
ぞ
添
え
て
巾
央
公
民
館
ヘ
A
当
日
包
丁

て

コ
v
プ
一一コ
持
参
の
と
と
(
巾
央
公
民
明
)



お
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と
わ
り
1
出
生
、
死
亡
の
記
事
は
都
合
に
よ
り
十

一
月
一
日
口
ず
か
ら
掲
載
を
中
止
い
た
し
ま
し
た
の
で

お
こ
と
わ
り
い

た
し
ま
す
。
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ば
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涙
も
新
た
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忠
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国
者
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慰
紛
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は
、
長
州
県
伺

国
慰一
誠一
市川
民会
の
主
催
で
十
月
二

十
日
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
県
忠

盤
塔
域
内
で
、
抑
週
、
仏
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、
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リ
ス
ト
教
合
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で
県
内
の
遺
族
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め
関
係
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約
一
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一
一千
人
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列
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盛
大
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な
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れ
ま
し
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